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問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て

聞
く
。

　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
す
る
目

的
の
一
つ
に
観
光
振
興
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
実
現

に
つ
い
て
聞
く
。

　
ま
た
、
駅
西
側
に
導
入
し

た
場
合
、
宮
ま
つ
り
や
ク
リ

テ
リ
ウ
ム
が
開
催
で
き
る
の

か
早
期
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
、
考
え
を
聞
く
。

　
②
地
権
者
は
「
都
市
計
画

素
案
」
の
公
聴
会
も
「
計
画

に
な
っ
た
」
こ
と
も
知
ら
な

か
っ
た
そ
う
だ
が
、
丁
寧
な

説
明
会
と
言
え
る
の
か
考
え

を
聞
く
。

答　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
軸
に
公
共

交
通
全
体
の
利
便
性
が
向
上

し
、
様
々
な
地
域
資
源
へ
の

誘
客
が
期
待
さ
れ
、
観
光
振

興
に
資
す
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
宮
ま
つ
り
な
ど
は

大
変
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
後
も
継
続

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
交

通
処
理
や
軌
道
の
線
形
な

ど
、
検
討
が
ま
と
ま
っ
た
段

階
に
応
じ
て
順
次
主
催
者
な

ど
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

②
事
業
用
地
に
係
る
土

地
・
建
物
の
権
利
者
や
隣
接

者
に
は
、
昨
年
10
月
に
都
市

計
画
決
定
に
向
け
た
説
明
会

を
、
本
年
３
月
に
は
案
の
縦

覧
を
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
通

知
し
実
施
し
て
き
た
。
都
市

計
画
決
定
後
の
６
月
に
は
、

よ
り
詳
細
な
図
面
な
ど
を
用

い
た
説
明
会
を
開
催
し
、
出

席
し
な
か
っ
た
権
利
者
に

は
、
そ
の
後
、
個
別
に
説
明

す
る
な
ど
、
対
応
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
目
的
を

明
ら
か
に
し

丁
寧
な
説
明
を

宇賀神 文雄
（社民党）

問　
27
年
度
に
全
国
の
児
童

相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童

虐
待
相
談
対
応
件
数
は
過
去

最
多
を
更
新
し
た
。

　
28
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た

児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童
相

談
所
の
設
置
拡
大
や
、
児
童

相
談
所
に
弁
護
士
な
ど
を
配

置
し
、
機
能
強
化
を
図
る
と

し
て
い
る
が
、
児
童
相
談
所

は
福
祉
行
政
の
中
に
置
か

れ
、
縦
割
り
行
政
の
打
破
は

見
込
め
な
い
。

　
兵
庫
県
川
西
市
で
は
、
市

長
の
附
属
機
関
と
し
て
子
ど

も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

を
設
置
し
、
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
本
市
も
、
子
ど
も
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
を
設
置
す

る
条
例
を
制
定
し
、
児
童
虐

待
や
い
じ
め
問
題
な
ど
に
総

合
的
に
対
応
す
る
環
境
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
川
西
市
の
制
度
は
、
子

ど
も
の
人
権
の
尊
重
と
擁
護

を
目
的
に
、
大
学
教
授
や
弁

護
士
な
ど
の
民
間
人
が
、
い

じ
め
・
虐
待
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
解
決
を
図
る
制
度
で

あ
る
。

　
本
市
で
は
、
人
権
施
策
推

進
指
針
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
人
権
を
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
り
、
い
じ
め
根

絶
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も

に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・
早

期
発
見
な
ど
に
取
り
組
む
な

ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る

施
策
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
指
針

に
基
づ
き
子
ど
も
の
人
権
を

守
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

金崎 芙美子
（自民党）

問　
釜
川
の
再
整
備
及
び
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
節
電
の
観
点
か
ら
、
釜

川
の
照
明
の
半
数
以
上
が
消

灯
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
夜

の
人
通
り
も
多
く
、
不
安
の

声
も
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
歩
行
者
の
安
全
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
省
エ
ネ
に
努
め

つ
つ
、
照
明
を
再
点
灯
し
て

は
ど
う
か
。

　
②
川
床
桜
ま
つ
り
の
よ
り

一
層
の
賑
わ
い
の
た
め
、
桜

の
植
栽
の
延
伸
や
、
秋
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
よ
う
紅
葉

を
中
心
と
し
た
植
栽
ゾ
ー
ン

の
整
備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
①
地
元
関
係
団
体
や
地

域
住
民
か
ら
、
地
域
の
安
全

性
や
回
遊
性
を
高
め
る
た

め
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
再
点

灯
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
震
災
か
ら
５
年
経
過

し
、
電
力
供
給
も
安
定
し
た

こ
と
か
ら
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

な
ど
の
再
点
灯
や
電
気
機
器

の
更
新
に
合
わ
せ
た
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
し
て
い
く
。

　
②
現
在
、
市
に
よ
る
剪せ

ん

定て
い

な
ど
の
樹
木
管
理
に
加
え
、

地
元
関
係
団
体
が
、
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
活
用

し
、
四
季
折
々
の
花
の
植
栽

活
動
を
行
う
な
ど
官
民
一
体

で
緑
豊
か
な
景
観
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
桜

や
紅
葉
の
植
樹
区
間
の
延
長

や
植
え
替
え
な
ど
に
つ
い

て
、
地
元
関
係
団
体
の
意
見

な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
維
持

管
理
面
を

含
め
検
討

し
て
い
く
。

佐々木 均
（愛うつのみや）

安
全
で
賑
わ
い
の
あ
る

釜
川
を
目
指
し
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
地
区
の
整

備
事
業
②
関
係
部
局
の
枠
を
超
え

た
積
極
的
な
連
携
③
中
心
街
の
観

光
資
源
と
し
て
見
た
城
址
公
園
の

利
活
用
④
小
規
模
事
業
者
に
お
け

る
ご
み
対
策
⑤
生
活
道
路
の
整
備

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
の
検
討
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
児
童
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課

題（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
と
ち
ぎ
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
、
保

育
所
に
お
け
る
質
の
向
上
）②
学

校
教
育（
部
活
動
の
問
題
、
民
間

人
校
長
の
成
果
と
今
後
の
登
用
な

ど
）③
子
ど
も
の
家
等
に
お
け
る

障
が
い
児
へ
の
対
応

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
関
東
・
東
北
豪
雨
被
害
の
復
興

状
況
②
本
市
の
今
後
の
農
業
の
充

実
施
策
③
労
働
行
政
④
本
市
の
図

書
館
の
あ
り
方
⑤
東
の
杜
公
園
墓

地
へ
の
移
動
手
段
の
確
保
⑥
平
和

行
政
⑦
歴
史
文
化
振
興
策
の
拡
充

▲釜川の花壇


